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	セミナーニュース
	戦争当事者に想いを馳せ 私たちの一歩を考える
	PeaceNow!2026 3地域共通テーマ
	戦争には、恐れや葛藤を抱えながら生きた一人ひとりの人生があり、その想いを 想像することは、戦争が私たちの暮らしに与える影響を考えることにつながります。 当時の住民や兵士、難民など様々な立場の人々、そして今も続く世界の戦争に目を向け、 「戦争とは何か」を見つめ直します。そして被爆者をはじめとする当事者の草の根の想い を受け継ぎ、「知った先で何ができるのか」を Peace Now! で共に考えていきます。
	大学生協の組合員を対象とした、平和を考えるための「体験型プログラム」です！ 世界でたった２都市の被爆地である「広島」と「長崎」 日本で唯一住民を巻き込んだ地上戦が行われた「沖縄」 の３地域で開催します。 当日は被爆者や戦争体験者の証言に耳を傾け、当時の様子を追体験したり、今も残る戦跡や遺構を巡ったりします。 また、参加者同士で考えを交流したり、平和について考えたりします！

	PeaceNow!とは
	No.1(5/19発行)
	HPはこちらから！

	2026

	PeaceNow!2026について
	大学生協は、第二次世界大戦中に解散命令を受け、解散を余儀なくされました。 多くの組合員が学徒出陣で戦地へ送られ、これまでの学生生活が脅かされました。 混乱や敗戦を経験した日本社会で、大学生協は「より良き生活と平和」の実現のために 各地で再び設立され、自分たちの生活を自分たちの手で守るための取り組みを今日まで 展開してきました。このような取り組みに多くの組合員が参加することを通じて、 平和な社会の実現のためにできることを考え行動できる人を社会へ送り出しています。 今年は被爆・終戦から81年が経ちますが、戦争は決して過去のものではありません。 世界で平和な暮らしを脅かされている人々に思いを馳せ、平和な社会を目指すために 対話すること・大学生協として「知り、知らせ、考え、話し合い、行動すること」を 止めてはいけません。持続可能で“平和”な社会の実現をかなえるために、組合員に  ・「平和」に興味関心を持ってもらうきっかけを提供するため ・「平和」について全国の仲間と一緒に考え、深め合うため  ・参加後、「より良い生活と平和」の実現に向けて行動しようと思えるようになるため の３点を目的としてPeace Now!2026を開催します。


	3地域同時開催 8/31(月)～9/2(水)
	広島
	PN!H2025 参加者の声

	長崎
	PN!N2025 参加者の声

	沖縄
	PN!O2025 参加者の声
	Peace Now!2026統括 西谷颯太より
	世界で起きている戦争は決して「遠い国の話」ではありません。 イランやアメリカ、イスラエル情勢の緊張は、エネルギー不足や物価高として、 私たちの日常にも影響を与えています。では、その「現地」で暮らす人々は、どんな 現実を生きているのでしょうか。今だからこそ、自分に問いかけてみませんか。  「戦争って何だろう？」「平和ってどうすれば守れるんだろう？」 Peace Now！に参加して過去の戦争を知り、実際の声に触れ、自分の言葉で考え、大学生同士 で語り合う。それが、平和な社会に向けた私たちの第一歩になるはずです。




